
No.１ 

名 称 高樋
た か ひ

橋
ばし

（通称  大股
おおまた

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （Ｈ22.9.14撮影） 

右岸 下流側より （Ｈ22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 中土佐町長 

所在市町村・字名 中土佐町大野見大股 

架 橋 年 度 昭和 40年 

路 線 名 農道高樋久原線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 平地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 歩道 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 30.1m 

幅 員 1.5ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

四万十川本川の最上流の沈下橋。 

透明度が高く下流側にある堰によ

り、水流は穏やかです。 

夏場は子供達の歓声につつまれる

水泳場ですが、今は静寂であり放

流された大きな錦鯉が悠々と泳い

でいます。 

地図



No. 2 

名 称 久万
く ま

秋
あき

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （Ｈ22.9.14撮影） 

右岸 下流側より （Ｈ22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 中土佐町長 

所在市町村・字名 中土佐町大野見久万秋 

架 橋 年 度 昭和 39年 

路 線 名 町道奈路久万秋線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 平地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 49.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 6.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

浅瀬で清らかな流れであり、さら

さらと流れると表現するのに最適

な場所です。 

毎年 4 月には、大野見アメゴ釣
りな祭(※平成30年現在実施して

いません)の会場になります。 

また近くには、名水、久万秋の湧

水があります。 



No. 3 

名 称 長野
な が の

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （Ｈ22.9.14撮影） 

右岸 下流側より （Ｈ22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 中土佐町長 

所在市町村・字名 中土佐町大野見槙野々 

架 橋 年 度 昭和 39年 

路 線 名 町道槙野々竹原線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 平地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 56.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 7.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

鮎の友掛けをする人が多くみられ

る場所です。 

水深が浅く清流なので沈下橋の上

から鮎の姿が見ることができま

す。 

地図



No. 4 

名 称 一斗
い っ と

俵
ひょう

沈下
ち ん か

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町壱斗俵 

架 橋 年 度 昭和 10年 

路 線 名 町道米奥壱斗俵線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 淀み 

水 質 普通 

通 行 通行止 

文化財登録の有無 有 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 60.6ｍ 

幅 員 2.5ｍ 

橋 脚 本 数 8.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

現存する沈下橋では最も古い橋で

す。国の登録有形文化財（建造物）

に指定されています。壱斗俵と米

奥集落を結ぶ橋で、この橋が架か

るまでは渡し船が運航されていま

した。以前は、通学や買い物など

の日々の往来に利用されていまし

たが、現在は老朽化により車両は

通行止めとなっています。 

地図



No. 5 

名 称 清水
し み ず

大橋
おおはし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町米奥 

架 橋 年 度 昭和 40年 

路 線 名 町道米奥北ノ川線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 平地 

水 流 急流 

水 質 普通 

通 行 通行止 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 102.1ｍ 

幅 員 2.8ｍ 

橋 脚 本 数 16.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

上流域では一番長い沈下橋です。

鮎の友掛けの好漁場で、橋の上か

らおとり鮎の動きがよく見えるた

め、釣り人や見物人の賑やかな風

景が見られます。現在は、老朽化

により車両通行止めとなっていま

す。 



No. 6 

名 称 向
むかい

弘瀬
ひ ろ せ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.27撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町弘瀬 

架 橋 年 度 昭和 38年 

路 線 名 町道弘瀬 7号線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 62.1ｍ 

幅 員 2.5ｍ 

橋 脚 本 数 9.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 20.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

弘瀬集落の本村と対岸を結ぶ沈下

橋で、農作業や往来等地域の生活

を支えています。 

左岸側にはスロープがあり、夏は

子供達の川遊びで賑わいます。 

また、本流の沈下橋の中では、橋

から水面までの距離が最も短いと

感じられます。 



No. 7 

名 称 上宮
じょうぐう

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町上宮 

架 橋 年 度 昭和 32年 

路 線 名 町道北ノ川上宮線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 85.1ｍ 

幅 員 2.9ｍ 

橋 脚 本 数 13.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

大正北ノ川集落と上宮集落を結ぶ

沈下橋です。上宮集落には上船戸、

中船戸、下船戸の 3 ヶ所の渡し場

があり、この橋が架けられるまで

は渡し船が運航されていました。 

国道 381 号から望む場所にあり、

四万十川と共に営みを続けてきた

流域住民の文化を知る重要な景観

となっています。 

地図



No. 8 

名 称 向山
むかいやま

橋
ばし

（通称  上岡
かみおか

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

左岸 上流側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町上岡 

架 橋 年 度 昭和 38年 

路 線 名 町道上岡打井川線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 急流 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 60.0ｍ 

幅 員 3.7ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 50.0～120.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

上岡集落の本村と対岸の向山を結

ぶ沈下橋で、地元では「上岡沈下

橋」とも呼ばれています。 

この橋は急流に架かるため水の抵

抗を考慮した曲線形状となってい

るのが特徴で、力強く、美しい独

特の構造から個性的な橋として知

られています。 

地図



No. 9 

名 称 里川
さとかわ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.27撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町浦越 

架 橋 年 度 昭和 29年 

路 線 名 町道里川線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 歩行者通行可 

文化財登録の有無 有 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 84.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 13.0本（欠 1） 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

建設当初は、橋脚は 13本でしたが

洪水により度々流出したため、中

央部の橋脚を 1 本空けて復旧する

と流出が無くなったことから、橋

脚の幅が不均等になっています。 

車両通行止めとなっています。 

国の登録有形文化財（建造物）に

指定されています。 



No. 10 

名 称 新谷
しんたに

橋
ばし

（通称  茅吹手
かやぶくて

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.16撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.16撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町津賀 

架 橋 年 度 昭和 45年 

路 線 名 町道里川屋敷線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 84.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 5.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 90.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

地元では「茅吹手沈下橋」と呼ば

れ、橋が架かるまでは渡し船が運

航されていました。 

この沈下橋は、平成 9年のＪＲ「フ

ルムーンポスター」に利用され、

俳優の加山雄三夫妻がロケに訪れ

ました。 

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 11 

名 称 第一三
だいいちみ

島
しま

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H22.9.16撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.16撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町昭和 

架 橋 年 度 昭和 41年 

路 線 名 町道昭和戸口線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 77.0ｍ 

幅 員 3.3ｍ 

橋 脚 本 数 5.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

四万十川最大の中州である三島を

結ぶ沈下橋で国道 381 号側が第一

三島橋、対岸の轟集落側が第二三

島橋です。 

中州は水田として利用されてお

り、以前は渡し船で往来していま

したが、沈下橋完成後は農作業も

大きく向上しました。 

中州にはキャンプ場があります。 

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 12 

名 称 第二三
だ い に み

島
しま

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.16撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.16撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町昭和 

架 橋 年 度 昭和 42年 

路 線 名 町道昭和戸口線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 急流 

水 質 普通 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 55.0ｍ 

幅 員 3.3ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

四万十川は中州、三島で分流され、

右岸側が第一三島橋、左岸側が第

二三島橋です。以前は渡し船が運

航されており、左岸側は急流で「轟

の瀬」と呼ばれ、古来より往来の

難所として知られていました。 

中州、三島という独特の地形の中

での農業は、四万十川に季節ごと

の彩を添えています。 

地図



No. 13 

名 称 半家
は げ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

左岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐半家 

架 橋 年 度 昭和 35年 

路 線 名 市道川平半家線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 124.5ｍ 

幅 員 3.3ｍ 

橋 脚 本 数 15.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 45.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

四万十川ウルトラマラソンに代表

される撮影ポイント。 

右岸側は河床に岩盤が露出してお

り水は橋中心部に集中しやや急流

となっています。 

上流部にある高い位置の抜水橋と

水辺に近い沈下橋が同時に見られ

る景色のよい場所です。 

地図



No. 14 

名 称 中半家
な か は げ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より（H22.9.14撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐半家 

架 橋 年 度 昭和 51年 

路 線 名 市道本村中半家線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 2輪車以下通行可 

文化財登録の有無 

重 要 文 化 的 景 観 に お け る 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 125.9ｍ 

幅 員 4.3ｍ 

橋 脚 本 数 9.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 60.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

沈下橋、抜水橋、JR 鉄橋の三橋が 

平行にかかる珍しい場所です。 

現在、車輛は通行止となっている

ので、のんびり歩いて渡りながら、

橋の真ん中で、寝そべって四万十

川と会話をするには最高の沈下橋

です。 

地図



No. 15 

名 称 長生
ながおい

沈下
ち ん か

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐長生 

架 橋 年 度 昭和 35年 

路 線 名 市道半家長生線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 
H.21.8/8~8/10台風 9号により

被災  H22.2月修復

台 帳 橋 長 120.0ｍ 

幅 員 3.3ｍ 

橋 脚 本 数 9.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

一部台風により流失しましたがす

ぐに復旧し、現在も現役で活躍し

ている沈下橋です。 

キャンプやカヌーで観光客が多く

訪れます。 

※この橋から飛び込んで遊ぶ人も
いますが、その際はライフジャ
ケットの着用をお願いします。

地図



No. 16 

名 称 岩間
い わ ま

大橋
おおはし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐岩間 

架 橋 年 度 昭和 41年 

路 線 名 市道岩間茅生線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 120.0ｍ 

幅 員 3.5ｍ 

橋 脚 本 数 9.0本 

構 造 鋼管 

形 状 直方体+丸 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

ポスターやパンフレットでおなじ

みの沈下橋です。 鏡のような清

流に青い空と緑の山々が映し出さ

れ、最高に風景のよい場所です。
右岸下流側は河原となっており、

キャンプをするのに最適です。

※平成29年11月に橋脚鋼管が座屈して平

成30年現在修復作業中です。

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 17 

名 称 屋内
や な い

大橋
おおはし

（通称  口
くち

屋内
や な い

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐口屋内 

架 橋 年 度 昭和 30年 

路 線 名 市道口屋内宇和島線屋内大橋支線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 H.22.8.28 から沈下により通行止 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 241.3ｍ 

幅 員 4.05ｍ 

橋 脚 本 数 9.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 80.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

H22.8 月から沈下し、現在は通行

止めとなっています。 

秘境黒尊川へと渡る沈下橋であり 

早急な復旧が待たれます。 



No. 18 

名 称 勝間
か つ ま

橋
ばし

（通称  鵜
う

ノ
の

江
え

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

左岸 上流側より（H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市平本 

架 橋 年 度 昭和 40年 

路 線 名 市道鵜ノ江久保川線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 171.4ｍ 

幅 員 4.4ｍ 

橋 脚 本 数 14.0本 

構 造 鋼管 

形 状 直方体+丸 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

橋脚が鋼管でできている沈下橋は 四万

十川本川に 5 箇所ありますが この沈下

橋だけ橋脚が 3 本でつくられていま
す。川幅が広く、水はゆっくりと流れ

ています。 右岸側は河原となっている

ので、キャンプには最適な場所です。

平成 15 年の釣りバカ日誌 14 の撮影場
所として有名です。

※一見流れが緩やかにみえますが、水

中で渦を巻いていて遊泳には適しませ

ん。 

地図



No. 19 

名 称 高瀬
た か せ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市下入道 

架 橋 年 度 昭和 48年 

路 線 名 市道高瀬線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 232.3ｍ 

幅 員 3.4ｍ 

橋 脚 本 数 14.0本 

構 造 鋼管 

形 状 直方体+丸 

床 版 厚 さ 65.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

この橋も鋼管の橋脚で作られてい

ます。 

川幅も広く、清流がゆっくりと流

れ、時がたつのを忘れそうなくら

いです。 

地図



No. 20 

名 称 三里
み さ と

橋
ばし

（通称  深
ふか

木
き

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市能ヶ渡 

架 橋 年 度 昭和 38年 

路 線 名 市道具同三里線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 145.8ｍ 

幅 員 3.3ｍ 

橋 脚 本 数 12.0本 

構 造 鋼管 

形 状 直方体+丸 

床 版 厚 さ 50.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

左岸下流側に広い河原があり、沈

下橋を下り、散歩しながらゆっく

りと見ることができます。 

キャンプするには良い場所ですが

河原には、車輛は進入できませ

ん。 



No. 21 

名 称 今成
いまなり

橋
ばし

（通称  佐田
さ だ

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.13撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市今成向イ 

架 橋 年 度 昭和 46年 

路 線 名 市道佐田今成線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 291.6ｍ 

幅 員 4.2ｍ 

橋 脚 本 数 19.0本 

構 造 鋼管 

形 状 直方体+丸 

床 版 厚 さ 60.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

四万十川最下流の沈下橋です。 

川幅も約 300m あり、四万十市内
から近く、多くの観光客が訪れま

す。 

屋形船に乗り沈下橋をバックに結

婚式を挙げるなどよくテレビなど

で放映されています。 ドラマ
「遅咲きのひまわり」でも使われ
ました。

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 22 

名 称 大平
おおひら

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 中土佐町長 

所在市町村・字名 中土佐町大野見下ル川 

架 橋 年 度 昭和 45年 

路 線 名 農道大平線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川下ル川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 2輪車以下通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 14.0ｍ 

幅 員 2.0ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

第一次支川下ル川に架かるただ一

つの沈下橋です。 

山間部の中にあり人家も少なく清

流が流れています。 

地図にも記載が無く自然の中に溶

け込んでいる為、見過ごしてしま

いそうになります。 

地図



No. 23 

名 称 寺野
て ら の

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

左岸側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町寺野 

架 橋 年 度 昭和 39年 

路 線 名 町道川口中屋敷線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川井細川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 急流 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 20.4ｍ 

幅 員 2.0ｍ 

橋 脚 本 数 2.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

右岸の寺野集落と対岸を結ぶ沈下

橋で、農作業や往来に利用されて

います。 

周辺にキャンプに来る人もいま

す。 

地図



No. 24 

名 称 テバコ橋
ばし

第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より  （H22.9.14撮影） 

右岸 下流側より  （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町大正 

架 橋 年 度 不明 

路 線 名 町道葛篭川 4号線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川葛篭川 

周辺環境 山地 山地 

急流 急流 

清 清 

通 行 行き止まり 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 14.0ｍ 

幅 員 2.9ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 20.0ｃｍ 

天 端 高 データなし 

形 状 直方体 

左岸側の集落とを結ぶ歩道橋とし

て架設されましたが、下流に永久

橋が完成してからは、ほとんど利

用されなくなりました。 

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 25 

名 称 井津
い づ

井谷
い だ に

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

下流側より  （H22.9.14撮影） 

左岸 下流側より  （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町大正 

架 橋 年 度 不明 

路 線 名 町道轟崎 1号線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川葛篭川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 急流 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 11.0ｍ 

幅 員 2.5ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 20.0ｃｍ 

天 端 高 データなし 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

左岸の集落から右岸の人家、農地

とを結ぶ沈下橋で、現在も生活道

として利用されています。 

地図



No. 26  

名   称 石
いし

薮
やぶ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より  （H22.9.13撮影） 

右岸 下流側より  （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町後別当 

架 橋 年 度 昭和 48年 

路 線 名 町道石薮線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川梼原川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 30.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 40.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

後別当集落の国道と対岸（右岸）

を結ぶ沈下橋です。 

現在もよく利用されています。 

地図



No. 27       

名   称 中古屋
な か ご や

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より  （H22.9.13撮影） 

右岸 上流側より  （H22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町後別当 

架 橋 年 度 昭和 34年 

路 線 名 町道後別当姥ヶ滝線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川梼原川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 
 

台 帳 橋 長       30.0ｍ 

  幅 員  2.8ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         30.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

国道から対岸の集落に渡る沈下橋

です。現在は、国道改良工事及び

下流に永久橋が架設されたことに

より、歩道、二輪車道として利用

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

 

橋についてのワンポイントメモ 



No. 28        

名   称 新道
しんみち

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 上流側より  （H22.9.13撮影） 

 

左岸 下流側より  （H22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町川口 

架 橋 年 度 昭和 50年 

路 線 名 町道川口新道線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川梼原川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 
 

台 帳 橋 長       24.0ｍ 

  幅 員  2.4ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         35.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

川口の集落から対岸の集落に通ず

る沈下橋で、毎日、生活道として

利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

 



No. 29         

名   称 川角
かわづの

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より  （H22.9.13撮影） 

 

右岸 上流側より  （H22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町宮野々上 

架 橋 年 度 昭和 35年 

路 線 名 町道宮野々上線 

横 断 す る 河 川 名 
四万十川  第１次支川梼原川  

第 2次支川四万川川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 平成 17年の洪水に左岸側
の床版が被災し修復 

台 帳 橋 長       29.9ｍ 

  幅 員  2.3ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         30.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

県道から対岸の集落へ渡る沈下橋

です。 

下流側に永久橋が架設され、現在

は通行量が少なくなりました。 

平成 17 年の洪水に左岸側の床版

が被災し修復しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 



No. 30        

名   称 竹
たけ

の薮
やぶ

沈下
ち ん か

橋
ばし

（通称） 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より  （H22.9.13撮影） 

 

左岸 上流側より  （H22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町竹の薮 

架 橋 年 度 昭和 54年 

路 線 名 農道成薮線 

横 断 す る 河 川 名 
四万十川  第１次支川梼原川  

第 2次支川四万川川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 歩道 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       30.2ｍ 

  幅 員  2.0ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         30.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

対岸の人家や農地に渡るために架

設された橋です。 

沈下橋が架けられる以前は、左岸

のエノキの大木に結ばれた一本橋

が架けられていました。 

下流側に永久橋が完成したため、

人の往来はほとんどなくなりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

 



No. 31         

名   称 仲間
なかいだ

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H.22.9.13 撮影） 

 

左岸 下流側より （H.22.9.13 撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町仲間 

架 橋 年 度 昭和 48年 

路 線 名 農道仲間線 

横 断 す る 河 川 名 
四万十川  第１次支川梼原川  

第 2次支川四万川川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 軽四輪車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       42.0ｍ 

  幅 員  1.5ｍ 

橋 脚 本 数 6.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         30.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

国道沿いに梼原川が流れ、対岸に

渡る橋です。 

対岸（右岸）には農地があり、主

に農道として利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 



No. 32 

名 称 仲
なか

久保
く ぼ

沈下
ち ん か

橋
ばし

 （通称） 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H.22.9.13 撮影） 

左岸 下流側より （H.22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町仲久保 

架 橋 年 度 昭和 58年 

路 線 名 町道山子仲久保線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川梼原川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 歩道 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 30.0ｍ 

幅 員 2.2ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 35.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

県道と対岸を結ぶ歩道沈下橋で

す。 

金剛橋とも呼ばれています。 

上流に永久橋が完成したため、現

在は利用者がほとんどいません。 

地図



No. 33         

名   称 中平
なかひら

沈下
ち ん か

橋
ばし

  （通称） 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H.22.9.13 撮影） 

 

右岸 下流側より （H.22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 梼原町長 

所在市町村・字名 梼原町大向 

架 橋 年 度 昭和 31年 

路 線 名 農道大向山城線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川梼原川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 歩道 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       32.5ｍ 

  幅 員  2.0ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         30.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

県道と対岸を結ぶ歩道沈下橋で

す。 

上流に永久橋が完成したため、現

在は利用者が少ないです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 



No. 34 

名 称 木屋ヶ内
こ や が う ち

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 上流側より （H.22.9.27撮影） 

左岸 下流側より （H.22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町木屋ヶ内 

架 橋 年 度 昭和 28年 

路 線 名 町道木屋ヶ内 2号線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川梼原川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 急流 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 有 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 27.4ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

国道と対岸を結ぶ沈下橋ですが、

橋が架かるまでは渡し船が運航さ

れていました。 

3本の橋脚のうち、2本は自然の岩

を利用しており、強固さと経費軽

減を図っているのが特徴です。 

国の登録有形文化財（建造物）に

指定されています。 

地図



No. 35         

名   称 サワタリ橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

 

左岸 上流側より （H22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町大正中津川 

架 橋 年 度 不明 

路 線 名 町道中津川 1号線 

横 断 す る 河 川 名 
四万十川  第１次支川梼原川  

第 2次支川中津川川 

周辺環境 地 勢 山地 

 水 流 急流 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       22.2ｍ 

  幅 員  2.3ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         20.0ｃｍ 

 天 端 高  データなし 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

中津川本村と対岸の水田や川内神

社、茶道とを結ぶ地下橋で、現在

でも地元住民には欠かせない橋で

す。 

かつては、中津川本村と大正大奈

路木屋ヶ内、下津井へ至る道路と

して重要な役割を果たしていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 



No. 36        

名   称 一ノ瀬
い ち の せ

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.16撮影） 

 

右岸 上流側より （H22.9.16撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町長 

所在市町村・字名 四万十町十和川口 

架 橋 年 度 昭和 33年 

路 線 名 町道 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川長沢川 

周辺環境 地 勢 山地 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 歩道 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
 

代 替 橋 の 有 無 建設中 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       23.0ｍ 

  幅 員  2.0ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         データなし 

 天 端 高  データなし 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

両岸を結ぶ歩道橋として利用され

ている。 

下流側に永久橋が架設されてお

り、完成間近である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

 



No. 37 

名 称 金
こ

刀比
と ひ

羅
ら

橋
ばし

 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より（H22.9.14撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐西ヶ方 

架 橋 年 度 昭和 40年 

路 線 名 市道金刀比羅線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川広見川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 52.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 7.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 40.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

広見川に架かる沈下橋です。 

200m ほど上流に金刀比羅宮があ

り、愛媛県境から約 500m の下流

に位置します。 

平地のため、水の流れがゆるやか

です。 

地図



No. 38         

名   称 タニガミ橋
ばし

（通称  留ヶ奈
と め が な

路
ろ

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

 

右岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐大宮 

架 橋 年 度 昭和 36年 

路 線 名 農道中ヶ市相ノ木線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川目黒川 

周辺環境 地 勢 山地 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 歩道 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       18.9m 

  幅 員  1.5ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         50.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

平成 9年に一度流出し、平成 10年

に復旧した沈下橋です。 

10年以上の歳月により色あせてお

り、付近の情景にも違和感なく溶

け込んでいます。 

目黒川の最上流にある沈下橋であ

り、清流がさらさらと流れていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

 



No. 39       

名   称 沖下
おきした

沈下
ち ん か

橋
ばし

（通称  上深田
かみふかた

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐大宮 

架 橋 年 度 昭和 35年 

路 線 名 農道沖下（仮称）線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川目黒川 

周辺環境 地 勢 山地 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       13.5ｍ 

  幅 員  2.2ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         40.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

渇水期でも、橋から水面までの間

が約 50cm 程度しかなく、少しの

雨でも水没してしまうくらい最も

低い沈下橋です。 

普通車通行可となっていますが、

橋の両端がカーブしている為、運

転には少し勇気が要ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

 

橋についてのワンポイントメモ 



No. 40 

名 称 上長
かみなが

瀬
せ

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

左岸側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐須崎 

架 橋 年 度 昭和 41年 

路 線 名 市道薮ヶ内須崎線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川目黒川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 26.0ｍ 

幅 員 3.1ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 40.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

現在も生活道として重要な役割を

担う沈下橋です。 

水の流れはゆるやかで透明度も高

くきれいです。 

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 41 

名 称 小崎
こ ざ き

沈下
ち ん か

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

左岸側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐須崎 

架 橋 年 度 昭和 32年 

路 線 名 農道小崎線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川目黒川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 21.9ｍ 

幅 員 2.1ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

県道から少し離れた場所にある為

目立たないが、しっかりした沈下

橋です。 

周辺には須崎地区の集会所や民家

が点在しています。 

地図



No. 42 

名 称 下津賀
し も つ が

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐津賀 

架 橋 年 度 昭和 48年 

路 線 名 市道津野川大宮線津賀支線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川目黒川 

周辺環境 地 勢 山地 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 27.0ｍ 

幅 員 3.4ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 55.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

山間を静かに流れる目黒川に架か

る沈下橋です。 

付近の河原もきれいで、泳ぐ魚も

はっきりと見ることができます。 

地図



No. 43 

名 称 小津賀
こ つ が

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

左岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐津賀 

架 橋 年 度 昭和 34年 

路 線 名 林道小津賀線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川目黒川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 42.0ｍ 

幅 員 3.0ｍ 

橋 脚 本 数 7.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

目黒川に架かる沈下橋では最も長

い沈下橋です。 

川幅は広くなりますが水が流れる

場所は少ししかなく、ほとんどが

玉石で構成される河原となってい

ます。 

図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 44         

名   称 小津賀
こ つ が

橋
ばし

 第 2 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.14撮影） 

 

左岸 上流側より （H22.9.14撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐津賀 

架 橋 年 度 不明 

路 線 名 市道津野川大宮線 

横 断 す る 河 川 名 
四万十川  第１次支川目黒川  

第 2 次支川小津賀川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重 要 文 化 的 景 観 に お け る 

重 要 構 成 要 素 
 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       9.0ｍ 

  幅 員  2.2ｍ 

橋 脚 本 数 無 

 構 造  

 形   状   

床 版 厚 さ         30.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

2 次支川小津賀川の最下流に位置

する沈下橋です。 

うっかりすれば見落とすくらい小

さな橋であり、山林の中に溶け込

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 



No. 45         

名   称 白
しら

王
おう

橋
ばし

（通称  松ヶ谷
まつがたに

沈下
ち ん か

橋
ばし

） 第 2 種沈下橋 

右岸 上流側より （H22.9.13撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐玖木 

架 橋 年 度 昭和 42年 

路 線 名 農道白王線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川黒尊川 

周辺環境 地 勢 急峻 

 水 流 普通 

 水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無  

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 
該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復  

台 帳 橋 長       20.8ｍ 

  幅 員  2.0ｍ 

橋 脚 本 数 1.0本 

 構 造 鉄筋コンクリート 

 形   状  直方体 

床 版 厚 さ         50.0ｃｍ 

 天 端 高  10.0ｃｍ 

 形 状 直方体 

四万十川の支流である黒尊川は高

知県と愛媛県の県境である三本杭

から発する河川であり、貴重な原

生林など豊かな自然の中を流れる

透明度が最も高いと思われる清流

です。 

白王橋はこのような風景に違和感

なく溶け込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

 

 

 

橋についてのワンポイントメモ 



No. 46 

名 称 ナロノ橋
ばし

第 １ 種沈下橋 

右岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市西土佐玖木 

架 橋 年 度 昭和 32年 

路 線 名 農道ナロノ線 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川黒尊川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 29.7ｍ 

幅 員 3.1ｍ 

橋 脚 本 数 4.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 1小判・3直方体 

床 版 厚 さ 35.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

黒尊川に残る 2 つの内の沈下橋で

あり白王橋より約 500m 下流に位

置します。 

川底の石の色や大きさまではっき

り肉眼で見ることのできる透明度

です。 

地図

橋についてのワンポイントメモ 



No. 47 

名 称 岩
いわ

神橋
がみばし

 第 １ 種沈下橋 

左岸 下流側より （H22.9.13撮影） 

右岸 上流側より （H22.9.13撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十市長 

所在市町村・字名 四万十市下古尾 

架 橋 年 度 不明 

路 線 名 市道古尾小川線 

横 断 す る 河 川 名 
四万十川  第１次支川後川 

第 2 次支川内川川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 普通車通行可 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 23.1ｍ 

幅 員 2.4ｍ 

橋 脚 本 数 3.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ データなし 

天 端 高 データなし 

形 状 データなし 

第 2次支川内川川に架かる沈下橋 

自然豊かな山間部を流れている為 

透明度が高く、ほっと一息付ける

沈下橋です。 

地図

橋についてのワンポイントメモ 



名 称 若井
わ か い

沈下
ち ん か

橋
ばし

右岸 上流側より （H22.9.27撮影） 

右岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 四万十町 

所在市町村・字名 四万十町若井 

架 橋 年 度 昭和 40年 

路 線 名 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  本川 

周辺環境 地 勢 平地 

水 流 普通 

水 質 普通 

通 行 通行止 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素

代 替 橋 の 有 無 有 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 85.0ｍ 

幅 員 2.5ｍ 

橋 脚 本 数 11.0本 

構 造 鉄筋コンクリート 

形 状 直方体 

床 版 厚 さ 30.0ｃｍ 

天 端 高 10.0ｃｍ 

形 状 直方体 

橋についてのワンポイントメモ 

かつては廃道となっていて、町の

道路台帳からも外れていたため。

「四万十沈下橋保存方針」の対象

沈下橋から外れていましたが、平

成２９年に保存対象になりまし

た。四万十町から四万十川を下っ

ていると目に入ります。最近は鮎

の好漁場のため、橋から網を投げ

る人も見られます。 

地図

第 １ 種沈下橋 



名 称 番外編  早瀬
は や せ

橋
ばし

  （沈下橋原型） 

右岸側より （H22.9.27撮影） 

左岸 下流側より （H22.9.27撮影） 

橋梁データ 

管 理 者 名 芳生野百石会計 

所在市町村・字名 津野町芳生野 

架 橋 年 度 

路 線 名 

横 断 す る 河 川 名 四万十川  第１次支川北川川 

周辺環境 地 勢 急峻 

水 流 普通 

水 質 清 

通 行 人のみ 

文化財登録の有無 

重要文化的景観における 

重 要 構 成 要 素 該当 

代 替 橋 の 有 無 

過去 5 年間の修復 

台 帳 橋 長 25.0ｍ 

幅 員 65.0ｃｍ 

橋 脚 本 数 

構 造 

形 状 

床 版 厚 さ 

天 端 高 1.20ｍ 

形 状 

橋についてのワンポイントメモ 

素朴な木橋で人しか通れません。

大水の時には流されてしまいます

が、橋の片側がワイヤーで繋がっ

ており、水が引いた時にたぐり寄

せ、再び石積みの橋脚上に乗せて

復旧する、流れに逆らわない「沈

下橋の原型」です。 

平成 14年 11月 10日に木橋が架け

替えられました。 

地図




